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新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
年
の
幕
開
け
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
し
て
お
り

ま
す
。
平
素
は
津
和
野
町
政
の
推
進
に
あ
た

り
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
８
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に

昨
年
の
津
和
野
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
持
と
ご
支
援
を
頂
き
、

5
期
目
と
し
て
津
和
野
町
長
と
し
て
の
職
責

を
引
き
続
き
担
わ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま

で
に
培
っ
た
経
験
を
力
と
し
て
、
今
後
も
町

民
の
皆
さ
ま
が
心
豊
か
に
笑
顔
で
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
町
を
創
っ
て
ま
い
り
た
い
と
決

意
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
介
護
・
介
護
予
防
・
医
療
・
住
ま

い
・
生
活
支
援
の
観
点
か
ら
、
高
齢
者
が
い

つ
ま
で
も
本
町
で
安
心
し
て
住
み
続
け
て
頂

く
こ
と
の
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実
を

は
じ
め
、子
育
て
支
援
、観
光
及
び
産
業
振
興
、

集
落
の
維
持
活
性
化
、
道
路
を
は
じ
め
と
す

る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
防
災
対
策
な
ど

多
岐
に
渡
る
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
課
題
の
解

決
と
安
心
安
全
な
生
活
の
実
現
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

物
価
高
対
策

現
在
は
物
価
高
が
町
民
生
活
や
町
内
経
済

へ
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
て
お
り
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
方
々
を
支
援
す
る
対
策
は
喫
緊
の

課
題
と
認
め
て
お
り
ま
す
。
国
や
県
等
へ
切

実
な
現
状
を
伝
え
対
策
の
要
望
を
強
力
に
行

う
と
と
も
に
、
町
独
自
の
対
策
に
つ
い
て
も

こ
の
度
、
国
か
ら
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
目

途
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
十

分
で
は
な
い
な
が
ら
も
本
年
春
ご
ろ
よ
り
町

民
の
皆
さ
ま
や
事
業
者
を
支
援
す
る
物
価
高

騰
対
策
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

合
併
20
周
年

昨
年
は
旧
津
和
野
町
と
旧
日
原
町
が
合
併

し
20
周
年
を
迎
え
た
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。
両
町
で
そ
れ
ぞ
れ
が
育
ま
れ
て

き
た
個
性
や
魅
力
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
住

民
が
新
し
い
町
に
誇
り
を
持
ち
、
心
の
豊
か

さ
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、「
人
と
自
然
に
育
ま
れ
、
温
も
り
の

あ
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と

し
て
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
20
年
の
道
の
り
は
、
決
し
て
平
坦
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
2
つ
の

町
の
住
民
が
互
い
の
文
化
を
尊
重
し
合
い
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
融
和
と
協
調
の

精
神
で
、「
新
生
・
津
和
野
町
」
と
し
て
の

確
か
な
礎
を
築
き
上
げ
て
こ
れ
ま
し
た
の

も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
改
め
て

こ
こ
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

０
歳
児
か
ら
の
ひ
と
づ
く
り

古
く
か
ら
教
育
を
町
の
誇
り
と
し
、
教
育
を

重
ん
じ
る
気
風
を
持
つ
本
町
が
「
教
育
の
町
・

津
和
野
町
」
の
伝
統
を
継
承
し
、
将
来
を
担
う

ひ
と
づ
く
り
を
行
う
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

目
指
す
方
向
性
と
し
て
相
応
し
い
と
認
め
、
０

歳
児
か
ら
の
ひ
と
づ
く
り
と
称
し
た
教
育
の
魅

力
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

保
育
園
や
学
校
と
地
域
、
家
庭
、
行
政
が
連

携
を
深
め
、
一
貫
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
ふ
る

さ
と
教
育
を
推
進
し
、
自
ら
の
人
生
を
力
強
く

歩
み
、
郷
土
愛
を
も
っ
た
本
町
の
未
来
を
担
う

「
ひ
と
」
を
地
域
と
一
緒
に
つ
く
り
ま
す
。

津
和
野
高
校
に
多
く
の
生
徒
が
全
国
か
ら
入

学
さ
れ
て
い
る
実
績
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
教

育
の
魅
力
化
に
よ
り
本
町
で
子
ど
も
を
育
て
た

い
と
い
う
定
住
対
策
へ
と
導
い
て
行
く
取
り
組

み
を
、
信
念
を
も
っ
て
地
道
に
続
け
る
こ
と
で

成
果
を
出
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

本
年
は
午
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
力
強
く
前

進
す
る
馬
の
よ
う
に
、物
事
が
順
調
に
進
み
、

幸
運
が
駆
け
込
ん
で
く
る「
躍
動
感
」や「
力

強
さ
」
を
象
徴
す
る
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
一
年
が
素
晴

ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

津和野町長

　　　 下森 博之

答辞（三浦 琉生さん）

町民憲章朗読（伊藤 礼さん）

式辞（下森 町長）

記念品拝受（佐々木 琳也さん）

令和８年　津和野町　二十歳を祝う会

※本紙に掲載した新年の挨拶は、先日ニュースサンネットで
　放送した内容を一部編集し掲載しています。

１
月
３
日
（
土
）、
日
原
小
学
校
体

育
館
に
て
、
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方

を
お
祝
い
す
る
式
典
「
津
和
野
町
二
十

歳
を
祝
う
会
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
に
は
31
名
の
方
が
参
加
し
、

晴
れ
や
か
な
表
情
で
友
人
た
ち
と
の
再

会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

下
森
町
長
は
、「
津
和
野
町
で
育
っ

た
人
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
自
信
と
し

て
、
今
後
に
お
い
て
も
志
を
立
て
、
よ

り
一
層
の
研
鑽
を
図
り
、
様
々
な
課
題

に
敢
然
と
立
ち
向
か
い
未
来
を
切
り
開

き
、
社
会
へ
の
貢
献
を
積
極
的
に
果
す

人
と
な
っ
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
を
受
け
、
一
同
を
代
表
し

て
、
三
浦
琉
生
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で

経
験
し
て
き
た
こ
と
、
津
和
野
の
方
々

か
ら
受
け
て
き
た
支
え
を
次
の
世
代
へ

と
つ
な
ぎ
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に

向
け
て
努
力
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い

ま
す
。」
と
答
え
ま
し
た
。

閉
式
後
は
「
二
十
歳
の
集
い
」
が
行

わ
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
サ
ン
ネ
ッ
ト
で
放
送

さ
れ
た
小
学
１
年
生
当
時
の
懐
か
し
い

映
像
を
鑑
賞
し
た
他
、
参
加
者
一
人
ひ

と
り
が
「
二
十
歳
の
抱
負
」
を
述
べ
ま

し
た
。
家
族
や
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝

の
言
葉
と
と
も
に
、
将
来
の
夢
や
津
和

野
町
へ
の
貢
献
を
語
る
頼
も
し
い
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
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津和野町郷土館（西周顕彰事業担当）　☎ 72  - ０３００

第８回西周賞の授賞式を開催しました

　町では津和野町出身の啓蒙思想家西周の業績の顕彰と新たな研究者の発掘などを目的と

して、島根県立大学の後援を得て「西周賞」を創設し、西周及び日本の近代に関わる研究論文

を公募しています。第８回となる今年度は、10月初旬に選考委員会が開催され、『新編西周

全集』代表編集者で構成する６名の選考委員の審査によって受賞者が決定しました。

【受賞者及び論文タイトル（敬称略）】

◯ 猪原透（立命館大学専門研究員）

　  「近代日本における西洋人口論の導入過程

　　　—明治初期思想のなかの人口認識」

　受賞論文は、近代日本における人口論の受容とその背景について思想史の手法による分析

を試みたものです。その緻密な分析手法と、「人口論」という現代的課題の歴史的考察が高く

評価されました。

　なお、第８回西周賞授賞式は、11月29日（土）に開催した第22回西周シンポジウム（島根

県立大学・津和野町共催／会場　藩校養老館）の中で行い、選考委員長の樺山紘一氏（東京大

学名誉教授）の審査講評のあと、受賞者本人による受賞記念スピーチもありました。

にしあまね
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第75回 “社会を明るくする運動 ”
作文コンテスト受賞者

三宅浪子さんが厚生労働大臣から表彰

　第 75 回 “ 社会を明るくする運動 ” 作文コンテストの応募作品のうち、町内の応募から特に優れた作
品に各賞と副賞が贈られました。この作文コンテストは小・中学生のみなさまに、日常の家庭生活の中
で体験したことをもとに、犯罪・非行のない地域社会づくりや犯罪・非行などに関して考えたこと、感
じたことをテーマに募集をしました。
　受賞者と 12 月に行われた受賞式の様子をご紹介します。
　作文コンテストに参加頂きました小・中学生のみなさま、また、ご協力頂きました各校関係者のみな
さま、ありがとうございました。来年度もご応募をお待ちしております。

　令和 7 年 12 月 1 日、三宅浪子さんが令和 7 年度
の援護事業功労者として厚生労働大臣から表彰され、
下森町長へ報告をされました。
　三宅さんは昭和 42 年より地区の事務局を預かり、
会の運営を支えられました。令和 7 年 10 月までは
鹿足担当の遺族相談員としても活動されました。現
在は鹿足郡遺族連合会及び津和野遺族連合会の事務
局長として地域をまとめ、他の会員の模範となって
おられます。
　長年にわたる戦没者の英霊顕彰と戦没者遺族の処
遇改善福祉の向上に尽くされた功績に対しまして、
心より敬意を表します。

“ 社会を明るくする運動 ” 津和野町推進委員会
　　　　　　　　　  税務住民課 ☎ 74-0059

健康福祉課 福祉事務所 ☎ 72-0673

第８回西周賞授賞式 審査講評　樺山紘一委員長

第 22 回西周シンポジウム会場

【町長賞】 日原小学校 大
おおはた

畑 爽
さ わ

和さん 【教育長賞】 青原小学校 品
しながわ

川 航
わ た る

星さん

三
み や け

宅 浪
な み こ

子さん（右）
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対話する力課題を見抜く力

行動する力・創造する力

【本稿に関するお問い合わせ】　津和野町役場　健康福祉課　☎72・0673 【本稿に関するお問い合わせ】　津和野町役場　教育委員会　☎72・1854

「大人になっても自ら学び続ける」ひと

令和３年に設立された「一般財団法人つわの学びみらい」が、
健康福祉課や教育委員会、現場の先生方とともに、これらの
活動に取り組んでいます。詳しくは、つわの学びみらいの
ホームページ・Facebook をご覧ください！

ＨＰ Facebook

　平成３０年に町が策定した「０歳児からのひとづくりプログラム」に掲げられている、
津和野町の未来を担う人材像です。
　この地域総ぐるみによるひとづくりを持続的に体現し、「学び続ける・問い続ける・
変わり続ける町」であるために取り組んでいることを紹介します。

育てたい力

　12 月６日（土）に、日原地区の６つの公民館が、「身近な
ものが、いざという時に役立つ！」を合言葉にしたピザ作り
を行いました。未就学児や高校生を含む子どもから大人まで
22 名が参加し、少し離れた地区に住む人たちが普段の交流を
通じて災害時にも役立つ関係性を築くことを目指しました。
イベントでは、高校生が探究の授業で考案した防災クイズや
ゲーム、ペットボトルを活用したピザ生地づくりを通して、
参加者同士が交流する姿が見られ、楽しく学びながらつなが
りが生まれていました。
　参加した子どもからは「家にある物でピザが作れて驚いた」、
大人からは「普段あまり接点のない家族や高校生とも話しが
できて、人とつながることの面白さや大切さを改めて感じた」
との感想が寄せられました。今回の企画を通して得た気づき
や発想力、多世代のつながりを、地域全体の安心感へと広げ
ていき、誰もが住みやすいまちをみなさんと一緒につくって
いきます。

　12 月５日（金）、６日（土）に（一社）津和野まちとぶんか創造センターが主催する「津和野
会議 2025」が開催されました。2019 年から毎年開催されているこの会議は、地域や社会の課題
を多様な立場・年齢の人と考え、その過程を楽しむことを目的としています。２日間を通して、
津和野高校生や大学生、建築・農学・海洋学の専門家など約 100 名が参加し、会場は藩校養老館
や飲食店等、町内の５カ所にて実施されました。今年は学校と地域をつなぐ役割を持つコーディ
ネーターも参画し、” みんなで考える ” をテーマに、つながり続けたい町の姿を考えました。
　初日は「食の風景」をテーマに、専門家から地域の食や農業が
持つ文化的な価値についての講演や、津和野町の食材を囲んだ交
流会が行われました。２日目は「気候変動と地域」を切り口にし
た意見交換の後に、高校生や大学生が感じている地域の課題につ
いて、参加者と対話や議論を行う「まちなか会議」が実施されま
した。参加者からは「気候変動が町の経済や産業に影響すると知
り、町の未来に向き合いたいと思った」との感想があり、正解を
求めるのではなく、感じたことを言葉にし、聴き合い、世代を越
えて考える機会となりました。

安心して暮らせるまちづくりを目指して～多世代がつながるピザ作り

つながり続けたい町の姿を考える～津和野会議 2025

「直地保育園が佳賞を受賞しました！」

「東京で PR イベントを行いました」

まちづくり×防災

ーお知らせー

まちと文化×未来

　つわの清流会が運営する直地保育園の佐々木寿美園長が、保育専門誌『新・幼児と保育』内、「わ
たしの保育記録」にて大賞に続く ” 佳賞 ” を受賞しました。『新・幼児と保育』は、保育園や幼
稚園、認定こども園で働く先生向けに小学館から発売されている専門誌で、１年に４回発行さ
れています。「わたしの保育記録」は、現場で先生をしている職員が自身の保育を振り返り、そ
の記録を作文として提出するものです。全国から応募があり、上位４園ほどが賞に選出されます。
受賞作品については、専門誌の公式サイト「みんなの幼児と保育」内にて公開されます。ぜひ
ご一読ください。

　12 月 21 日に東京の神田にて津和野町の PR イベントを行いました。幼児教育コーディネー
ターを含む移住者４名が主催となり、計画したものです。当日は 40 名ほどの方が訪れ、津和野
町が行っている子育て支援や保育園について紹介しました。１人でも多くの家族や子どもたち
が津和野町の保育や地方への移住に関心をもっていただけるよう、今後もできることを進めて
いきます。

ー佐々木園長からのコメントー
　直地保育園は子どもの「やりたい」を大切に
保育しています。そうすることで、子どものも
っている力は最大限に発揮され、生き生きと輝
きます！「子どもたちみんなが幸せに」それが、
職員一同の願いです。この度はこのような賞を
いただき、嬉しく思います。いつも保育へのご
協力をありがとうございます。引き続きどうぞ
よろしくお願いいたします。

みんなの幼児と
保育

【一般財団法人つわの学びみらい】　所在地：津和野町後田ハ12-3　☎72・1506　　info@tsuwano-mm.org

ペットボトルを使ったピザ生地作り。

高校生による防災クイズ。

高校生からまちの課題についての
話題提供もありました。
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広報つわの 2026 年 1 月 26 日発行

ささえあいフォーラム
In Masuda

　「安心して暮らし続けるために～鳥獣被害から見る持続
可能な地域の取り組み～」をテーマとした、「ささえあい
フォーラム」が開催されます。
　25 年にわたり非農家も巻き込み地域ぐるみで鳥獣対策
に取り組んでいる津和野町池村地区つつみだファームの水
津良則さんによる発表などが行われます。
　安心して暮らし続ける地域であるために、あなたにもで
きる鳥獣対策を一緒に考えていきましょう！

○日時：２月 27 日（金）13 時～ 16 時
○会場：益田合同庁舎 ５階 大会議室
　　　　益田市昭和町 13-1
○問い合わせ先：西部県民センター 石西地域振興課
　　　　　　　　☎ 0856-31-9751
　　　　　　　　（受付）平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分
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20 歳になったら国民年金

農業者年金に加入し将来の安心を！

健康福祉課☎ 72-0651

農林課（農業委員会）☎ 72-0653

国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、

国
民
年
金
の
被
保
険
者
（
加
入

者
）
と
な
り
ま
す
。
20
歳
に
な

っ
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
国
民
年
金
（
第
１
号
被
保

者
）
に
加
入
し
た
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
厚
生
年
金

保
険
に
加
入
し
て
る
方
を
除
き

ま
す
。

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
概
ね
2

週
間
以
内
に
「
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
」、「
国
民
年
金
加
入
の

お
知
ら
せ
」、「
国
民
年
金
保
険

料
納
付
書
」、「
国
民
年
金
の
加

入
と
保
険
料
の
ご
案
内
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）」、保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
と
学
生
納
付
特

例
制
度
の
申
請
書
、
返
信
用
封

筒
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
20
歳
に

な
っ
て
か
ら
約
2
週
間
程
度
経

過
し
て
も
「
国
民
年
金
加
入
の

お
知
ら
せ
」
が
届
か
な
い
場
合

は
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

が
必
要
な
た
め
、
健
康
福
祉
課

ま
た
は
本
庁
舎
総
合
窓
口
、
も

し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
20
歳
直
前
で
海
外
に

出
国
さ
れ
た
方
や
20
歳
に
な
っ

豊
か
な
老
後
生
活
の
た
め
に

は
、
国
民
年
金
だ
け
で
は
十
分

と
は
言
え
ず
、
老
後
の
生
活
費

は
自
分
で
準
備
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。農
業
者
の
皆
さ
ん
も
、

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
安
心

で
豊
か
な
老
後
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

加
入
要
件

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
、
た
だ
し
、
60
歳
以
上
は
、

国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保

険
者
）

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

③
年
齢
が
65
歳
未
満

農
業
者
年
金
の
特
徴

◯
農
業
に
従
事
す
る
方
な
ら
広

く
加
入
で
き
ま
す
。

◯
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
、

い
つ
で
も
見
直
し
で
き
ま

す
。（
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
を
基
本
と

し
、
35
歳
未
満
で
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
は
1
万
円
か

ら
選
べ
ま
す
。）

◯
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
控

除
等
、
税
制
面
で
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す
。

◯
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で

少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金

た
時
に
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

し
て
い
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な

っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
国

民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
と
し

て
加
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

保
険
料
は
金
融
機
関
の
ほ

か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
納
付
、
電
子
納
付
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
も
可
能

で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
、

免
除
・
猶
予
制
度
に
つ
い
て

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
は
、
保
険

料
の
学
生
納
付
特
例
制
度
や
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す
。
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い

と
き
は
未
納
の
ま
ま
放
置
せ

ず
、
必
ず
こ
れ
ら
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
生
納

付
特
例
や
免
除
・
納
付
猶
予
の

承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場

合
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た

場
合
と
比
べ
て
将
来
の
年
金
額

が
低
額
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、

後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ

と
に
よ
り
、
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
す
。

◯
生
涯
支
給
さ
れ
る
終
身
年
金

で
、
80
歳
ま
で
に
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
は
死
亡
一
時
金
も

あ
り
ま
す
。

◯
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
備
え
た
担
い
手
に
は
保

険
料
の
国
庫
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。

公
的
年
金
と
個
人
の
備
え
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
て

将
来
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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略字表記について

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談　島根県交通
事故相談所･☎0852-22-5102

■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,

無料法律相談
　　　　　　　社会福祉協議会
津和野支所･･･････☎72-1494

■明るい生活相談
社会福祉協議会本所･☎74-1617
■パソコン教室 , フラダンス
日原中央公民館･････☎74-0302
■水彩画教室
津和野町民センター･☎72-2070
■キラキラ体操教室 , 元気

アップ教室 , フォロー教室
地域包括支援センター☎72-0683
■断酒会　断酒会鹿足支部
	 ☎ 090-9061-8012
■囲碁クラブ , 太極拳教室
滝元枕瀬公民館･････☎74-0680
■津和野夜神楽
津和野町観光協会･･･☎72-1771

※１ 地域運動推進員サロン活
動・研修会

※２ ひまわりクラブ
※３ 家庭のあり方を見つめなお

し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

主な行事のお問合せ先

町税等の支払いは口座振町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです替が便利でおススメです

国民健康保険税…第 11期国民健康保険税…第 11期
後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料
・・・・・・・・・・・・・・第 11 期第 11 期
介護保険料介護保険料・・・・第 11 期第 11 期

金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday- 土 -Saturday-

納期限３月２日

火 -Tuesday-月 -Monday-日 -Sunday-

日原中央公民館中央
町セ 津和野町民センター
福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ日原公民館日公 津和野温泉なごみの里
シルクウェイにちはら

なごみ
シルク

２２

◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

24

17

10

3

9

16

2322

15

8

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎青原百歳体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

◎つわのオレンジカフェほっと
（畑迫ほたるの宿 /10:00~12:00）

◎小川はつらつクラブ※１

（小川公民館 /14:00~15:30)

◎しまね家庭の日※ 3

◎第 196 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎畑迫 HBG 体操クラブ※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30)
◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎青原百歳体操※１

（青原公民館 /10:00~11:00)
◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎音読会
（津和野図書館 /14:00~15:00）

◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30）
◎育児・栄養相談
　（ぶどうの木（幼花園）/10:00~12:00）
◎つわのオレンジカフェほっと
（社協津和野支所 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎青原百歳体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

◎ぴょんぴょん教室
 （日原子育て支援センター /9:30~11:30）

◎名賀のぞみクラブ※１

（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎いきいき百歳体操※ 2 

（まちせ /13:00~）
◎青原百歳体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会
（津和野図書館 /14:00~15:00）

28272625

21201918

11 12 13 14

76541 2

◎日原図書館・津和野図書館
　休館日 
◎心配ごと相談・行政相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎太極拳教室
（プラサ枕瀬 /10:30~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎乳児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎断酒会
　（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎津和野夜神楽公演
 　（予約不要 / 大人 500 円・小学

生以下無料）
（まちせ /20:00~）

◎明るい生活相談・行政相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎無料法律相談
（やまび /13:30~16:00）

◎リハビリ来い、鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /10:00~11:30）

　　　◎にこにこ会※１

　　　　（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎しまね西部若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ出

張相談会
（やまび /11:00~12:00）

　（まちせ /13:30~15:00）
◎すみれ会※１

 （小瀬会館 /13:30~15:00）
◎かけ橋の会
　（まちせ /14:00~16:00）
◎水彩画教室（まちせ /19:00~）
◎断酒会
　（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎第 50 回 日原ロードレース大会
（日原体育館前 / 受付 8:30~9:00・

スタート 10:00~）

◎フラダンス教室
 （プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

◎つわのオレンジカフェほっと
（やまび /13:30~15:15）

◎断酒会
　（まちせ /19:00~21:00）

◎明るい生活相談・人権相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /10:00~11:30）

◎ことばの相談
（まちせ / 午前）

◎さくら会※１

 （須川公民館 /10:00~11:30）
◎ひきこもり相談会
（社協日原本所 /13:30~）

◎遺言・相続・後見相談
（ふくせ /13:30~16:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎水彩画教室
（まちせ /19:00~）

なごみ

◎幼児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

◎元気会※１

（やまび /10:00~11:30）
◎心配ごと相談・行政相談・
　人権相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎太極拳教室
（プラサ枕瀬 /10:30~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎史談会
（まちせ /13:30~）

◎ワーク WORK 相談
 （障害者福祉センター /13:30~）

◎フラダンス教室
 （プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

建国記念の日

天皇誕生日

やま

やま

やま

福セ

福セ

なごみなごみ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ 町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

福セ

やま

やま

町セ 町セ

福セ

町セ

やま



 申告の必要な方は必要書類(※)をご持参ください。

 ※源泉徴収票（給与、公的年金）等収入に関する書

類や生命保険料控除証明書等所得控除に関する書類

など。

令和８年２月16日（月）～３月16日（月）

申告期間

　令和８年度町県民税・国民健康保険税の申告相談についてご案内いたします。　

　申告の必要な方は必ず期間内の申告をお願いします。

　町県民税等が未申告であった場合、児童手当、保育所の入所や公営住宅入居の

申込みなどの各種申請に必要な所得証明等の発行が受けられないことがありま

す。また、国民健康保険税については、所得が不明のため軽減措置による軽減が

受けられないことがあります。

　申告にあたっては、以下の事項を確認してください。なお、税務署等で令和７

年分の確定申告をされる人は、町県民税・国民健康保険税申告の必要はありませ

ん。

　税務署から申告案内が送られてきた方で、町県民税・国民健康保険税の申告相

談会において申告をされる場合は、その書類をご持参ください。

令和８年度  

町県民税・国民健康保険税の申告相談について

※自らの申告に合わせて家族分の申告をされる場合

は、申告者（本人・家族）の『本人確認書類』が必

要です。ご自宅等からe-Taxで送信すれば、本人確

認書類の提出は不要です。

所得税確定申告書等の提出時に本人確認書

類の提示または写しの添付が必要です。

本人確認書類の提示・写しの添付

本人確認書類

◎マイナンバーカード（個人番号

　カード）をお持ちの方

　 マイナンバーカードだけで、本人確認（番

　 号確認と身元確認）が可能です。

◎マイナンバーカードをお持ちでない方

　 ①と②の２種類の書類をお持ちください。

　①番号確認書類  １つ

　　ご本人のマイナンバーを確認できる書類

　　例）・通知カード

　　　　  ・住民票の写し又は住民票記載事項証明書

　　　　  （マイナンバーの記載のあるもの）

　②身元確認書類  １つ

　　記載したマイナンバーカードの持ち主で

       あることを確認できる書類

　　例）・運転免許証　

               ・公的医療保険の資格確認書

　　　　・パスポート　・身体障害者手帳

　　　　・在留カード

　

税務住民課☎74 - 0 069
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　居住者が特定親族（※）を有する場合には、その居住者の総所得金額等から、その特定親族1人につ

き、その特定親族の合計所得金額に応じた金額を控除する特定親族特別控除が創設されました。

※居住者と生計を一にする年齢19歳以上23歳未満の親族（配偶者、青色申告専従者として給与の支払

　いを受ける人及び白色事業専従者を除く。）で合計所得金額が58万円超123万円以下の人をいいま

　す。なお、親族には児童福祉法の規定により養育を委託された、いわゆる里子を含みます。

　給与所得控除の最低保障額が65万円に引き上げられました。なお、給与の収入が190万円超の場合

の給与所得控除額には改正はありません。また、これに伴い、家内労働者等の事業所得等の所得計算

の特例について、必要経費に算入する金額の最低保障額が65万円に引き上げられました。

　扶養親族等の対象となる扶養親族等の所得要件が改正されました。

①給与所得控除の見直し

②特定親族特別控除の創設

③扶養親族等の所得要件の改正

　令和7年度税制改正により、次のとおり改正が行われました。令和7年1月1日

から12月31日までの収入等を基礎とする個人住民税から適用されます。

令和8年度から適用される
個人住民税の主な改正点について
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　税務担当職員全員が申告会場に出向きますので、役場窓口での対応にご不便を

おかけいたしますが、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

　該当地区の日程においてご都合の悪い場合は、全地区を対象とした日にご来場

ください。

※申告相談は、税務住民課窓口及び商工観光課総合窓口では
　できません。
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日本遺産センター☎ 72-1901日本遺産センター☎ 72-1901

100 枚の絵図にまつわる100 枚の絵図にまつわる
ストーリーを紹介します。ストーリーを紹介します。
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＊郷土の資料・おすすめの本は、＊郷土の資料・おすすめの本は、

『新！掃除の解剖図鑑』『新！掃除の解剖図鑑』

著者：NPO法人著者：NPO法人

　　　日本ハウスクリーニング協会　　　日本ハウスクリーニング協会

出版社：エクスナレッジ出版社：エクスナレッジ

発行年：2022年発行年：2022年

『郷土の画家　伊藤素軒』『郷土の画家　伊藤素軒』

著者：大庭 良美著者：大庭 良美

出版：日原町教育委員会出版：日原町教育委員会

発行年：1998年発行年：1998年

　明治９年、日原の旧家泉屋の三男として生まれた郷　明治９年、日原の旧家泉屋の三男として生まれた郷
土の画家、伊藤素軒の生涯と業績を知るうえでとても土の画家、伊藤素軒の生涯と業績を知るうえでとても
貴重な資料です。森鷗外が大正３年素軒の著「ミレエ貴重な資料です。森鷗外が大正３年素軒の著「ミレエ
伝」に書いた序文や鷗外が素軒に送った手紙、素軒の伝」に書いた序文や鷗外が素軒に送った手紙、素軒の
作品も掲載されています。作品も掲載されています。

　　“掃除のプロを育てるプロ”が論理的に効果的なやり“掃除のプロを育てるプロ”が論理的に効果的なやり
方を紹介。おうちの汚れを水汚れ・アンモニア、皮方を紹介。おうちの汚れを水汚れ・アンモニア、皮
脂・油汚れ、カビ類と３つのタイプに正しく把握し、脂・油汚れ、カビ類と３つのタイプに正しく把握し、
酸素系漂白剤・重曹・クエン酸を適材適所に使うこと酸素系漂白剤・重曹・クエン酸を適材適所に使うこと
でかしこく汚れを落とす本です。やさしい文章で掃除でかしこく汚れを落とす本です。やさしい文章で掃除
のハードルが低くなりやる気が出ます。のハードルが低くなりやる気が出ます。

郷土の資料郷土の資料 おすすめの本おすすめの本

　津和野図書館、日原図書館で貸出可能です。　津和野図書館、日原図書館で貸出可能です。

Tsuwano T-space　ニュースライン
東京で津和野を PR！津和野町東京事務所ではこんな活動をしています！

【お問合せ先】津和野町東京事務所（T-space）　☎ 03-5615-8358
　　　　 　　http://tsuwano-tokyo.net/

文京区立森鷗外記念館のイベントに出店しました！文京区立森鷗外記念館のイベントに出店しました！

平成 29 年 3 月に形成さ
れた山口県央連携都市圏
域。ここでは圏域のイベ
ント情報を紹介します。
　 日時　　料金　　場所　　問合先

秋吉台に春を呼ぶ風物詩「山焼き」は、
昔からの伝統が受け継がれ、約 100 年
前から今の形式となりました。炎の帯
と煙が約 1,138ha のカルスト台地を包
む日本最大規模の野焼きです。
　２月 11 日 （水・祝）10 時～ 13 時頃
　※雨天等中止の場合、以降土日祝に順延
　秋吉台国定公園（カルスト展望台）
　秋吉台山焼き対策協議会
　☎ 0837-52-1115

萩市笠山の虎ヶ崎にある椿群生林で
は、約 25,000 本のヤブツバキが可憐
な花を咲かせます。期間中の土・日・

祝日には、椿見どころ案内人による無
料ガイドをはじめ、ステージイベント
など様々な催し物が行われます。
　２月 21 日 （土） ～３月 22 日（日）
　10 時～ 15 時 30 分
　笠山椿群生林
　萩・花ごよみ実行委員会事務局
　（萩市観光課内）☎ 0838-25-3139

山陽小野田市ふるさと文化遺産「コー
ストウォーク～海岸線からみる情景～」
が令和 7 年 5 月に登録されたことを記
念し開催するものです。本山半島の風
景や歴史等を紹介します。
　２月６日（金）～３月 24 日（火）
　９時～ 17 時
　　山陽小野田市歴史民俗資料館
　　☎ 0836-83-5600

UBE 現代日本彫刻展 2027 に向けて、
世界中から寄せられた野外彫刻模型を
すべて公開する展覧会です。

　２月８日（日）～３月８日（日）
　10 時～ 16 時
　ときわ湖水ホール　大展示ホール
　宇部市文化振興課☎ 0836-34-8562　

山口市内の小学５・６年生から募集した
新年 2026 年の目標等を漢字一字で表現
した書のうち、優秀な作品を展示します。
　～３月１日（日）９時～ 17 時
　大人 100 円、小人 50 円　
　　山口市菜香亭☎ 083-934-3312
　
防府天満宮の境内には、しだれ梅や紅
白梅など約 16 種類 1,100 本の梅の木が
あります。開花時期に合わせてさまざ
まな行事を行います。
　２月 15 日（日）～３月１日（日）
　防府天満宮、防府市まちの駅うめてらす
　防府天満宮☎ 0835-23-7700

圏域での圏域での
その他イベント情報その他イベント情報

美祢市       　　秋吉台山焼き

萩市　　        萩・椿まつり

　　　　　　　  山陽小野田市ふるさと文化遺産
　　　　　　    「コーストウォーク」登録記念企画展
　　　　　　    「本山半島の歴史」

　宇部市   UBE 現代日本彫刻展 2027 応募模型展

防府市　　　　　梅まつり

   山口市　「2026 年を漢字一字で表す書道展」

萩市 

山陽小野田市 

　12 月６、７日の２日間、文京区立森鷗外記念館
が主催となり、記念館前にて「鷗外マルクト～ク
リスマス＆津和野マルシェ～」が開催されました。
　イベントでは、津和野町の特産品の他、鷗外に
ちなんだドイツのワインやビール、北欧のお菓子
が並び、記念館の来場者だけでなく、記念館前の
団子坂を通る多くの方々にもお立ち寄りいただき
ました。このイベントで同時に実施した津和野町
菓子店の店長による「源氏巻手焼き体験」では、
香ばしい甘い香りが漂い、参加したお子様から
大人までが真剣な表情で生地を焼き上げる姿が見
られました。参加者からは、体験だけでなく、源
氏巻や津和野の歴史の話を聞くことが出来て楽し
かった。いつも食べている源氏巻の出来立てを食
べるのは格別に美味しかったなど、満足した声が
聞かれました。
　森鷗外が繋いだ津和野町と文京区。それぞれの
歴史と文化が混じり合う、心温まる２日間となり
ました。

町からのお知らせ
広報つわの 2026 年 1 月 26 日発行

山口県央連携都市圏域
の情報についてウェブ
サイトで発信中 !!

津
和
野
百
景
図　

第
六
十
図

野
坂「

津
和
野
市
街
よ
り
大
約
半
道

を
距
る
南
長
門
国
境
な
る
阪
路

を
野
坂
と
い
ふ　

石
見
長
門
両

国
国
界
の
標
示
杭
た
て
り　

路

の
中
央
に
石
あ
り　

俗
に
こ
れ

を
鼻
そ
ぎ
石
と
い
ふ　

行
路
の

外
に
広
き
芝
生
あ
り　

後
ち
に

往
復
の
人
道
と
な
れ
り
」

長
門
国
と
石
見
国
の
国
境
は
、

現
在
の
県
境
と
同
じ
で
す
。
当
時

は
“
街
道
”
が
現
在
の
国
道

の
よ
う
な
も
の
で
、
山
陰
街
道

が
京
都
か
ら
小
郡
ま
で
を
つ
な

い
で
い
ま
し
た
。「
山
陰
道
」
と

い
う
古
代
の
道
は
コ
ー
ス
が
分

か
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

国
道
９
号
線
は
古
代
か
ら
近
世

の
道
を
な
ぞ
る
よ
う
に
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に「
街
道
」

は
小
郡
で
西
国
街
道
と
合
流
し
、

「
道
」
は
下
関
ま
で
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

山
陰
街
道
の
野
坂
峠
に
長
門

と
石
見
の
国
境
の
表
示
杭
が
あ

り
ま
し
た
。
絵
で
は
道
の
左
上

方
に
見
え
る
2
本
の
柱
が
そ
れ

で
す
。
道
の
真
ん
中
に
あ
る
の

は
「
鼻
そ
ぎ
石
」
と
い
う
何
や

ら
不
穏
な
名
前
の
石
で
、
津
和

野
町
史
で
は
「
断
髪
岩
」
と
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
が
詳
細
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
国
境
の
標
柱
は

道
の
駅
願
成
就
温
泉
付
近
に
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
は
津
和
野
町
郷
土
館
の
庭
に

「
従
是
北
津
和
野
」
と
い
う
文

字
の
石
柱
が
当
時
の
ま
ま
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
百
景
図
に
見
る
峠
道
は

な
か
な
か
の
盛
況
ぶ
り
で
す
。

馬ま

ご子
が
2
組
と
、
尺
八
を
持
っ

た
虚
無
僧
、
旅
装
の
武
士
も
歩

い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
人
や

物
の
往
来
が
城
下
町
の
活
気
を

支
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

百景図よもやまばなし　百景図よもやまばなし　

第60図第 60図
日本遺産センター☎ 72-1901日本遺産センター☎ 72-1901

100 枚の絵図にまつわる100 枚の絵図にまつわる
ストーリーを紹介します。ストーリーを紹介します。

野坂

日
本
遺
産
第
１
期
認
定
（
平
成

日
本
遺
産
第
１
期
認
定
（
平
成
2727
年
４
月

年
４
月
2424
日
）
日
）

「
津
和
野
今
昔
～
百
景
図
を
歩
く
～
」

「
津
和
野
今
昔
～
百
景
図
を
歩
く
～
」

　津和野の民俗資料を一冊の冊子にまとめたものです。
普段のはきものが草履であった頃、子どもが学校へ通
うのもこれを履いていました。４キロもあれば１日か
２日で破れるので、２人も３人も子どもが学校へ行く
家では、その草履だけでも大変で、親は毎晩のように
藁を叩いて草履を作ったそうです。

『津和野の民俗資料』
著者：大庭 良美
出版：津和野町教育委員会
発行年：1989 年

　「授乳以外はなんでもできる」のがパパの子育てと、子
育て主体者としての自覚と知識を授ける本。ファザーリ
ングジャパンのパパ達が新米パパ達に向けて同じ男性だ
からわかる理解の足りない所や気づきの急所をバンバン
押えて書かれています。「子育ては期間限定」という長い
人生スパンからの俯瞰した視点で「今」しか体験できな
い子育ての楽しさも伝える読み物にもなっています。

『パパの子育て応援 BOOK』
著者：NPO 法人ファザーリング
           ジャパン
ジャンル：一般書
出版社：パイ インターナショナル
発行年：2024 年
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ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

ツコウの情報を『津和野高校ホーツコウの情報を『津和野高校ホー
　ムページ』にて発信しております　ムページ』にて発信しております

→http://tsuwano.ed.jp/→http://tsuwano.ed.jp/

ブリコラージュゼミを１年生どうしで『やってみる』！ブリコラージュゼミを１年生どうしで『やってみる』！
　12月10日（水）、１年生の「総合的な探究の時間」において、体験型授業「ブリコラージュゼミ」を実　12月10日（水）、１年生の「総合的な探究の時間」において、体験型授業「ブリコラージュゼミ」を実
施しました。今回は、１年生どうしが企画・運営を行う形で取り組みました。施しました。今回は、１年生どうしが企画・運営を行う形で取り組みました。

ブリコラージュゼミは、生徒がさまざまな分野の講座の中から自分の興味・関心に応じて受講する体験型ブリコラージュゼミは、生徒がさまざまな分野の講座の中から自分の興味・関心に応じて受講する体験型
の授業です。人や地域、物事との出会いを通して、興味の幅を広げ、自己理解を深めることを目的としていの授業です。人や地域、物事との出会いを通して、興味の幅を広げ、自己理解を深めることを目的としてい
ます。例年、地域の方々を講師としてお迎えし、津和野の多様な人材や豊かな自然、歴史ある街並み、伝統ます。例年、地域の方々を講師としてお迎えし、津和野の多様な人材や豊かな自然、歴史ある街並み、伝統
文化など、地域の魅力を生かした講座を開講しています。今年度の第1回のゼミでも、多くの皆さんにご協文化など、地域の魅力を生かした講座を開講しています。今年度の第1回のゼミでも、多くの皆さんにご協
力をいただきました。力をいただきました。

今年度は新たな試みとして、第３回のブリコラージュゼミを１年生どうしで実施しました。生徒は14班今年度は新たな試みとして、第３回のブリコラージュゼミを１年生どうしで実施しました。生徒は14班
に分かれ、自分たちで講座の内容を考え、話し合いを重ねながら準備を進めてきました。当日は、前半・後に分かれ、自分たちで講座の内容を考え、話し合いを重ねながら準備を進めてきました。当日は、前半・後
半それぞれ７講座ずつを開講し、講座を担当しない班の生徒は受講生として、同級生が考えた講座に参加し半それぞれ７講座ずつを開講し、講座を担当しない班の生徒は受講生として、同級生が考えた講座に参加し
ました。ました。

【生徒の振り返り：【生徒の振り返り：講座を『する』とき、工夫したこと講座を『する』とき、工夫したこと】】
・困っている人や手が止まっている人に積極的に話しかけ、アドバイスを行いました。・困っている人や手が止まっている人に積極的に話しかけ、アドバイスを行いました。
・受講生が挑戦する時間を長めに確保しました。また、クイズ、ストレッチ、ダンス、ミニゲームなどのアイス・受講生が挑戦する時間を長めに確保しました。また、クイズ、ストレッチ、ダンス、ミニゲームなどのアイス
　ブレイクを取り入れ、体や頭を動かす時間を設けました。　ブレイクを取り入れ、体や頭を動かす時間を設けました。
・講師が明るい表情で接し、受講生の様子を見て話しかけたり、作品を褒め合ったりすることで、会話が弾む楽・講師が明るい表情で接し、受講生の様子を見て話しかけたり、作品を褒め合ったりすることで、会話が弾む楽
　しい雰囲気を作りました。　しい雰囲気を作りました。

【生徒の振り返り：講座の準備から本番を経て、成長したこと】【生徒の振り返り：講座の準備から本番を経て、成長したこと】
・以前は恥ずかしがっていた場面でも、当日は人前で話すことが意外と苦手ではないと気づいたり、スムーズに・以前は恥ずかしがっていた場面でも、当日は人前で話すことが意外と苦手ではないと気づいたり、スムーズに
　司会をこなせたりして自信に繋がりました。　司会をこなせたりして自信に繋がりました。
・想定外のハプニングに対し、グループで話し合ったり代替案を出したりして対処しました。・想定外のハプニングに対し、グループで話し合ったり代替案を出したりして対処しました。
・今の自分に何ができていないかを整理して動いたり、手持ち無沙汰な人がいないか確認して指示を出したりす・今の自分に何ができていないかを整理して動いたり、手持ち無沙汰な人がいないか確認して指示を出したりす
　るなど、全体を見て行動できるようになりました。　るなど、全体を見て行動できるようになりました。
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Guide

島
根
県
司
法
書
士
会
主
催
無
料
相
談
会

　
【
電
話
相
談
】（
祝
祭
日
除
く
）

「
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

毎
週
月
・
木
曜
日　

12
時
～
15
時

「
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー
」

毎
週
火
曜
日　

12
時
～
15
時

　
【
面
接
相
談
】（
電
話
予
約
要
）

受
付　

月
・
火
・
木
曜
日 
12
時
～
15
時

〈
益
田
会
場
〉
※
予
約
優
先

２
月
19
日
（
木
）
13
時
～
17
時

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
館

益
田
市
須
子
町
３
ー
１

島
根
県
司
法
書
士
会
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
・
60
・
９
２
１
１

交
通
事
故
相
談
・
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
【
交
通
事
故
相
談
】（
祝
祭
日
除
く
）

毎
週
水
曜
日

11
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

島
根
県
浜
田
合
同
庁
舎

浜
田
市
片
庭
町
２
５
４

島
根
県
交
通
事
故
相
談
所

浜
田
相
談
室

☎
０
８
５
５
・
29
・
５
５
６
３

　
【
交
通
事
故
巡
回
相
談
】（
予
約
要
）

２
月
26
日
（
木
）

９
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

益
田
市
役
所

益
田
市
常
盤
町
１
ー
１

島
根
県
交
通
対
策
課
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
８
５
２
・
22
・
５
１
０
２

自
死
遺
族　

分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い

大
切
な
人
を
自
死
で
突
然
失
う
衝
撃
、

こ
れ
以
上
つ
ら
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
ど
う
か
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
く

だ
さ
い
。

一
緒
に
痛
み
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

一
度
い
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
死
遺
族
だ
け
で
運
営
し
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

交
流
会
は
、
自
死
問
題
・
遺
族
支
援
に

関
心
が
あ
る
方
と
の
交
流
会
で
す
。（
参

加
費
：
３
０
０
円
）

※
遺
族
以
外
の
方
で
交
流
会
に
参
加
希
望

の
方
は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、左
記
の

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。２

月
28
日
（
土
）
14
時
～
17
時

（
交
流
会
15
時
30
分
～
）

益
田
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

益
田
市
元
町
11
ー
26

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

（
担
当
：
桑
原
）

☎
０
９
０・４
６
９
２・５
９
６
０

益
田
養
護
学
校
作
業
製
品
販
売
会　

     

「
ま
す
よ
う
Ｄ
Ｅ
か
っ
ち
ゃ
ん
祭
」

益
田
養
護
学
校
高
等
部
の
生
徒
た
ち

医
療
医
療
……
…
…
…

……
…
…
…M

edical
M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎
72
・
０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
２
月
９
日
、
16
日
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
（
午
後
・
予
約
制
）

　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
（
午
後
・
予
約
制
） 

【
水
】
精
神
科
・
心
療
内
科
（
第
１
・
３
・
５ 

午
前
・
予
約
制
）
整
形
外
科
（
午
後
）

【
木
】
小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

（
午
後
・
予
約
制
）

　
　
　

認
知
症
予
防
健
診
（
第
１
・
３
・

４
・
５
午
後
・
予
約
制
）

【
金
】
漢
方
外
来
（
２
月
６
日
）

　
　
　

整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）

　
　

※
２
月
27
日
は
休
診

　
　
　
耳
鼻
咽
喉
科
（
第
２
・
４
午
後
・
予
約
制
）

※
内
科
は
月
～
金
曜
日
（
午
前
）、
木
曜

日
の
午
後
は
予
約
診
療
の
み

※ 

（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
） 

初
診
の
場
合
要
予
約

※
小
児
科
診
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
週

木
曜
日
（
午
後
）
は
益
田
赤
十
字
病
院

の
小
児
科
医
師
に
て
、
そ
れ
以
外
の
平

日
は
当
院
の
総
合
医
に
て
診
療
を
行
い

ま
す
。
受
診
を
ご
希
望
の
方
は
事
前
に

お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
月
曜
日
の
予
防
接
種（
午
後
・
予
約
制
）は
、

当
院
医
師
に
よ
り
行
い
ま
す
。
１
歳
未
満

に
つ
い
て
は
、木
曜
日
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
（
電
話
予
約
）

【
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
】

　

50
歳
を
過
ぎ
た
方
は
、
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
が
で
き
ま
す
。
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
院
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
休
日
の
救
急
患
者
対
応
に
つ
い
て
】

　

診
療
時
間
は
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
16
時
30
分
ま
で
に
来
院
が
可
能
な
方
の

み
診
療
。

※
事
前
に
電
話
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
原
診
療
所
☎
74
・
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
）

【
水
】
内
科
（
午
前
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
・
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
、
9
時
～
12
時

午
後
、
15
時
～
17
時
30
分

　

日
曜
・
祭
日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休

診
で
す
。

　

但
し
、
物
理
療
法
は
8
時
30
分
と
14
時

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

※
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
12
月
を
も
っ
て

終
了
し
、通
常
診
療
の
み
と
な
り
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
×
○
○

午
後

○
○
○
×
○
△

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分（
受
付
12
時
ま
で
）

午
後
は
15
時
～
18
時
30
分（
受
付
18
時
ま
で
）

△
土
曜
は
14
時
～
17
時（
受
付
16
時
30
分
ま
で
）

木
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
診
で
す
。

※
片
頭
痛
治
療

　

発
作
予
防
の
注
射
薬
は
当
院
で
投
与
可

能
で
す
。

※
骨
粗
鬆
症
診
療

　

最
新
の
X
線
骨
密
度
測
定
装
置
で
、
腰

椎
・
大
腿
骨
の
骨
密
度
測
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※
学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
内
科
疾
患
の

診
療
・
相
談

※
学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
胃
カ
メ
ラ
、

大
腸
カ
メ
ラ
、
日
帰
り
大
腸
ポ
リ
ー
プ

切
除

※
増
加
傾
向
に
あ
る
脂
肪
性
肝
疾
患
に
対

す
る
学
会
専
門
医
に
よ
る
診
療

　

日
本
内
科
学
会
認
定
総
合
内
科
専
門
医

　

日
本
消
化
器
病
学
会
認
定
専
門
医

　

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
認
定
専
門
医

　

日
本
肝
臓
学
会
認
定
肝
臓
専
門
医

※
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
を
受
付
中

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
付
中

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
付
中

が
、
作
業
学
習
で
製
作
し
た
製
品
（
ト
マ

ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ム
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー

キ
、
ク
ッ
キ
ー
、
花
の
苗
、
野
菜
、
木
工

製
品
、
陶
器
、
さ
を
り
な
ど
の
手
工
芸
品
）

を
販
売
し
ま
す
。ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

２
月
15
日
（
日
）
10
時
～
14
時

　
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
益
田
店 

１
階 

ゆ
め
広
場

　
　

益
田
市
高
津
７
丁
目
21
ー
12

　
　

益
田
養
護
学
校（
担
当
：
三
宅
・
山
﨑
）

☎
０
８
５
６
・
31
・
５
１
１
１

税
理
士
会
に
よ
る
相
続
税
・
贈
与
税

の
無
料
相
談
会
の
ご
案
内

相
続
や
贈
与
な
ど
に
よ
り
取
得
す
る
財

産
に
課
税
さ
れ
る
相
続
税
又
は
贈
与
税
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
の
改
正
に
よ
り
基
礎
控

除
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
申
告
が
必
要
な

方
が
、
改
正
前
に
比
べ
増
加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
令
和
５
年
度
に
、
相
続
時
精
算
課

税
制
度
の
見
直
し
、
暦
年
課
税
に
よ
る
生
前

贈
与
の
加
算
対
象
期
間
の
見
直
し
な
ど
が

行
わ
れ
、
ま
す
ま
す
相
続
税
・
贈
与
税
に

関
す
る
知
識
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

中
国
税
理
士
会
益
田
支
部
で
は
、
税
理

士
記
念
日
（
２
月
23
日
）
行
事
と
し
て
、「
相

続
税
、
贈
与
税
の
無
料
相
談
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

２
月
14
日
（
土
）
10
時
～
16
時

　
　

益
田
商
工
会
議
所 

１
階 

大
ホ
ー
ル

　
　

中
国
税
理
士
会 

益
田
支
部

　
　
（
品
川
昭
夫
税
理
士
事
務
所
内
）

☎
０
８
５
６
・
25
・
１
５
６
５

社
会
福
祉
法
人 

島
根
い
の
ち
の
電
話

第
45
期　

相
談
員
養
成
講
座
募
集

島
根
い
の
ち
の
電
話
は
、
県
民
の
悩
み

や
孤
独
、
不
安
を
支
え
る
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
相
談
は
年
間
約
１
万

件
を
超
え
て
お
り
、
相
談
員
不
足
が
課
題

で
す
。
あ
な
た
も
相
談
員
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
第

45
期
の
相
談
員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
【
第
１
課
程
】（
公
開
講
座
全
15
回
）

　
　

50
名
程
度
（
会
場
参
加
者
）

　
　

４
月
４
日
～
６
月
20
日

　
　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

　
　

松
江
市
東
津
田
町
１
７
４
１
ー
３

　

※
自
宅
等
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
可

　
【
第
２
課
程
】（
相
談
員
養
成
講
座
）

　
　

20
歳
～
75
歳
程
度

　
　

い
の
ち
の
電
話
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

　
　

活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方

　
　

第
１
課
程
を
修
了
し
た
方
（
10
回
以

　
　

上
出
席
）

　
　

１
万
円
（
一
泊
研
修
費
・
テ
キ
ス
ト

　
　

代
等
を
除
く
）

　
　

令
和
８
年
７
月
～
令
和
９
年
３
月

　
　

毎
週
土
曜
日（
第
４
土
曜
日
を
除
く
）

　
　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

　
　

松
江
市
東
津
田
町
１
７
４
１
ー
３

　
　

い
わ
み
ー
る
※
受
講
者
数
に
よ
る

　
　

浜
田
市
野
原
町
１
８
２
６
ー
１

　
　

島
根
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
８
５
２
・
32
・
５
９
８
５

新
着
図
書

新
着
図
書
…
…
…
…

…
…
…
…Books

Books

▼
日
原
図
書
館 

２
月
27
日
（
金
）
は
休
館

▽
テ
ミ
ス
の
不
確
か
な
法
廷

直
島　

翔
……

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

▽
犬
の
ほ
ん
ね
が
わ
か
る
本　

い
ぬ
ほ
ん

道
雪　

葵（
漫
画
）・
今
泉　

忠
明（
監
修
）

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…

西
東
社

▽
嘘
と
隣
人

芦
沢　

央
……
…
…
…
…

文
藝
春
秋

▽
推
し
と
楽
し
む
ゼ
ロ
か
ら
の
麻
雀
入
門

日
向　

藍
子
……
…
…
…
…

竹
書
房

▽
雫
峠砂

原　

浩
太
朗
……
…
…
…

講
談
社

▼
津
和
野
図
書
館 

２
月
27
日
（
金
）
は
休
館

▽
変
な
地
図

雨
穴
……
…
…
…
…
…
…
…

双
葉
社

▽
天
城
流
湯
治
法
エ
ク
サ
サ
イ
ズ　

杉
本　

錬
堂
……

ビ
オ
・
マ
ガ
ジ
ン

▽
禅
が
教
え
て
く
れ
る
疲
れ
な
い
心
を
つ

く
る
休
息
の
作
法

枡
野　

俊
明
……
…
…
…

三
笠
書
房

▽
う
ち
の
猫
が
ま
た
変
な
こ
と
し
て
る
。

卵
山　

玉
子
……
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

▽
暁
星湊　

か
な
え
……
…
…
…
…

双
葉
社

【
音
読
会
】

２
月
10
日 

（
火
） 

・
24
日 

（
火
） 

14
時
～

津
和
野
図
書
館　

読
書
会
室



Public Relations Magazine Tsuwano Town　3031　広報つわの

ýý �m°»ÆÑÜçò
�
ý"ý6AL
W

�
"bn
y���ç¥¬­®̄±²
W³´µýýy���ç¥¬­®̄¶·¸
ýý¹òçºòýýý¼L½¾¿À¿ÁÂÃÄÅÇÈÉÊËÌÍÎÏÐÒL
ý¿À¿ÁÓÔÕÖ×ØÙ³ÚÛ
ý¾ÝÕýý²nòç²ÞòýýýßàáâãÅÇÈäåæèén
ÅÇÈäLßàÓêëìíîÙ
ýïðá´ñÍóôõýýb²òçbbòýýö÷ýøùý÷úûãýòü�Ã��û��ñö÷Ùôõ
�	
��ýýbbò�òµ²����"ýý���Lò�����

� ��ýý���� !ýýýý#$ýý%& !'()*+,-
ýýýý$.ýý/0ýýýýý 1213*45ý���789:;< ��ýý=>?@B%&1CýýDE,FG>H�ýýIJKMNOPQRSTCýýUVXYZ[ ��ýý\1]̂ýý_` !,-ýýac !

ýý defgh_` !,-ijk
ýý ac !OlopJq>rst
ýý uvwxzý{h|}~�[��Y���
ýý tk$.�tBýýýý 12]*45ý��7���x)� ��ýý ��KMNO�{NO����������x

1Cýýý#��j~�s�H�ýý��x�Nýýý�� �TCýýýJ¡¢£B¤¤¦§¨ ��ýý���©ª«��qO²½
ýýýýýýýýÈÓÞéýý���ô��s�>
ý�$</:E:POlopJq>rst
ý[fr}�'()h��P+© !,-
ý®�)h̄°±P³E´±9°h�£O}�
ýµ¶·¸¹hº»¼8¾u¿ÀOÁÂz
ýýýýýý Ã�3e112]*45ý���ÄÅÆÇÉÊ

1� ��ýËÌ<�ý³ýÍ:±́PÎÏÐ
ýýÎÏÐÑÒÔýýýýýÕÖ×;×:Øýý ¼Ù-ÚÛÜÝirýý�k�ßýàN³xxáâ
ýýã×:Pä�å:´æ ��ýýçèiêëH�ýý�tìí!î

��ýý#�Oïð�H�ýý»¦ÛÜKñZßUiIkòóõ©
11

��ýý=>rNKMxBH�ýýö÷�øùúûB
��ýýJ�xü~aDýýþ�Giýu�z�þ
1Cýýý�G¢��ý÷KMNß	�
H�ýý
��
��±́Prs�ý ��ýý���� !ýýýý#$ýý��� !,-ýýýý$.ýý��ýýý Ã�3e1]2]�45ý���789:;<

1] ��ýý ��KMNO�{NO����������x
1Cýýý#��j~�s�H�ýý��x�Nýýý�� �TCýýýJ¡¢£B¤¤¦§¨ ��ýý��BB©��¨��)��\ !"

#sGIx%úO&'()h�*O+×,p
¨�r¢-.012h3�4�*56O7�
89h;�Oê<p¢}k6ç=RI}h
©�>?Ýk@*i�x�h»AßB)�
CDtk��OFG¢K>HIJFB
ýýýý÷KL<Mæ�/N:OQ

��ýýGZ�ij�Rx²>]�]C
¼ST�GÎUH1�<Vý³ýWH��6>
ýXYrhZ\�kj�RxO$]p^_
ýr¢lop`:/a�P�Jq>rst
ýýý Ã�3e1]23*45
ýýý�Obûæcda:iK{G ��ýý=>?@B%&1CýýDE,FG>H�ýýIJKMNOPQRSTCýýUVXYZ[

1H ��ýý#�Oïð�H�ýý»¦ÛÜKñZßUiIkòóõ©
��ýýçèiêëH�ýý�tìí!î

��ýýýeT«�õ$)ýýýý õgýhiýýjklýmýý
ýýýýýýýnoeTps�ýý��t
ýýýý $*ý uýeT«�vwDx�Oyz
ýÃ�3e112H�*45ýoeT{|9:;<

 ~ ��ýýJ�xü~aDýýþ�Giýu�z�þ
1Cýýý�G¢��ý÷KMNß	�
H�ýý
��
��±́Prs�ý

��ýý��O@rs���°�
ýýýþ���7�!��þý�i�#�O��°�×<ý³ý*(�6�ç>
ý��tk��°�1	ýý�i�p{�Yh
ý»A¼#�O��°�×<>��X�

��ýý=>rNKMxBH�ýýö÷�øùúûB
²Þ
ý"ýý6AL
W

13�ýýþý����GO��p��<P�q

]�]�
��������

ó ¡ÓÃ¢£ë¤Äb�bÞ
¥¦Æ§òý²b���"b̈����"

ý��ª«ÒL¬­
��
���ç�çpý����µýý©´¿ý����µ

ýêÊL���#ý�ÅÇÈ�µ¾.9DOÄ¿Zeq|����µ
ý��������ý����µ�����ý����µ
ý���ý����µ����³�Ä�ý����µýý
ý�ª«���Ã¢£ë ¡ý�¢��µÃ¢£ë£¡ý�¢��µ
ýÃ¢£ë

��
�¤¥¦¥§̈¥ý�ª��µ

�ª«ÎÏÐÅÇÈ�«¬²­­¹�²ý®¯
Wý°òº���"²¹�²Þ�Üò±²³µýµ¶·ý̧¹º»¼½¾¼À̧ÁÁýýýýÂÃýýÄÅÅÆÇÈÉÉÇË¼ÌÍÅåéÎÆÉ ÏÐÑÒÓÔ�����	
��
��������
Õ��������� ����

!²b"ý$%&'(
ý)*&'
¥¦»§òý­���"²̈¹���"

+,-ë�/�ð&'µý+�&ý+01�/�ð&'µý+23
+456ý+78¾ý+�:

;<L=¾Ý>?@A� "ÅÇÈ�b�bÞ"
¥¦»§òý²n���"b̈b���"

+¤¶¥µB����ªCµåÇýE�FGý+HIJKýåÇýLMNP��Å�ªCµ
+Q¬R�STU����ªCµåÇýÍVë9ëWX.

+òY[\����ªCµ]^Æëê_�¢��ªCµåÇý̀�abc]d�fgh

iÐjOBklh��³Sm>noiIkrk>�>stý�G��Y�Òs���x

tu
�òv�wwÀÌÄ�+!n­º"�ª«tuýIut
bm²bò²̈­ò"b�òb̈nò"b¹ò

�mbò"nò²̈bò
!b²"���Lò������wwwÌÄ�

bmbbò�òµ²����"ý	
�
�ª«x�yczA{}tu­®̄~��	
�



広
報
つ
わ
の

T
su

w
an

o
facebook

公
式

H
P

発
行

/津
和

野
町

役
場

編
集

/つ
わ

の
暮

ら
し

推
進

課
〒

699-5292　
津

和
野

町
枕

瀬
218

番
地

18
印

刷
/（

有
）

り
ゅ

う
び

TEL：
0856-74-0092

FA
X：

0856-74-0002
H

 P：
https://w

w
w

.tow
n.tsuw

ano.lg.jp/

広報つわの 2026 年 1 月 26 日発行

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、
相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたしま
す。「まずは、お気軽に ご相談から」

鹿足郡津和野町日原 171 番地 2

電話兼 FAX 0856（74）1538
領
り ょ う け

家 義
よ し の り

典 事 務 所
司 法 書 士・ 行 政 書 士

□住民基本台帳（令和7年１2月末現在）

転出：13
死亡：12

転入：9
出生：0

男 2,941 人　女 3,284 人
人口：6,225 人世帯数：3,157

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

中古農機具・バイク
買取・修理

ホンダショップ泉
☎72-1271
携帯090-3171-7227

ススズズメメババチチ・・ミミツツババ

チチのの駆駆除除致致ししまますす

イイズズミミ
HONDA    SHOP

中古農機具
買取・修理

ホンダショップ泉
☎72-1271

携帯090-3171-7227

バイク・自動車販売修理

ススズズメメババチチ・・ミミツツババチチのの駆駆除除致致ししまますす

山口市阿東徳佐中 37 1 3 - 1（ナフコうら）
☎(083)956-2010

(0856) 74 - 1773
TEL・FAX 兼用

◇ご自宅で行う 『小規模葬』

年中無休 ・ 24 時間対応◇ひっそり家族だけでの

　 お別れ 『直葬』

◇墓じまい後の 『海洋散骨』

　 （ペットも可）
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